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平成１６年度第３回ＣＲＤセミナー 
日 時：1 月 18 日(火) 14 時 00 分～15 時 20 分 
場 所：地域共同研究開発センター ２階 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
 
総合テーマ：「災害時における緊急支援活動の実際と課題 
                   -日本赤十字社の取り組み」 
 (14 時 00 分～15 時 00 分)       
テーマⅠ：「災害医療 —国際救援と国内救護— 」 
日本赤十字社医療センター 国際医療救援部長 槙島 敏治  
日本赤十字社は、国際赤十字連盟の一員として国内外で様々な活動を行っている。
戦時における敵味方を問わない傷病兵への救護を目的とする赤十字は、日本において
は西南戦争の際に設立された博愛社を前身として日本赤十字社が誕生した。しかし、
現在は、戦時のみではなく災害救護の専門機関として位置づけられ、日本国内をはじ
め海外での災害に対しても救援活動を行っている。特に、今般自然災害が多発する傾
向にあり、我が国では日本赤十字社はもちろん、政府による自衛隊の活用を含めた緊
急援助への取り組みの見直しと充実が求められている。 
日本赤十字社は全国の各赤十字病院に、常備救護班要員 6000 名ほどを配備し、各
都道府県単位あるいはブロック単位、全国規模での災害救護訓練や研修活動を行って
いる。エキスパートである医師や看護師であっても、災害時においては通常の医療的
常識とは異なった対応や工夫が求められるからである。 
本テーマではこれまで経験した国内外での災害医療の活動について、災害現場に赴
き、現地で災害医療を展開するまでに要するエピソディックな経験も紹介しながら、
災害医療の実際と問題点、そしてこれからの課題について説明する。 
1)海外での救援活動 難民／戦争／地震／水害 
  2)国内の救護活動  地震／水害／噴火 
(15 時 00 分～15 時 20 分)          
テーマⅡ：「組織的な心理的支援体制を構築する上での課題」 
共通講座 助教授 前田 潤 
本テーマでは、日本赤十字社が災害時に心理的支援を救護班要員が行うために実施
し、かつ模索している教育内容と訓練内容を紹介する。そのうえで心理的援助につい
ての問題点を説明し、心理的支援活動を充実していくための課題について整理を行い
たい。 
工学としての室蘭工業大学における環境科学・防災研究の開始に当たって、災害の
結果としておこる人的被害とそれへの医療的援助や心理的支援の具体を提示する今
回のセミナーが、防災や減災を考える一助となれば幸いである。 
「第 17 回大学・企業技術交流会／フロンティア技術交流会」について 
平成 16 年 12 月 3 日(金) 13:30～18:30 中島神社蓬峽殿において「産学官起業化シンポジウム ～室
蘭地域におけるＭＯＴ(技術経営)の必要性と今後の起業化戦略～」をテーマに行われた。｢我が社のも
のづくりにおける人材育成｣ 富士電機ホールディングス(株) 代表取締役社長 沢邦彦氏が基調講演を
行った後、パネルディスカッションとして[室蘭地域におけるＭＯＴの必要性と今後の起業化戦略]につ
いてと題してコーディネーターとして本センター長の斉藤和夫、パネリストとして基調講演者の沢邦彦
氏、(株)荏原環境テクノ北海道 代表取締役 村上孝志氏、(株)アイスジャパン 代表取締役 松岡正昭氏、
北海道電力(株) 取締役室蘭支店長 矢島泰司氏、小樽商科大学 ビジネススクール助教授(ビジネス創造
センター副センター長) 瀬戸篤氏を交えて室蘭地域の現状等について活発な討論が行われた。参加者は
180 人。その後の産･学･官交流会では名刺交換会等が行われ相互の交流を図った。参加者は 72 名。 
   
「全科展・コラボ産学官シンポジウム」について 
全科展とコラボ産学官シンポジウムに参加し、全科展ではシーズのパネル展示と技術相談を行い、パ
ネル展示の紹介は本学の機械システム工学科境助手が参加した。コラボ産学官シンポジウムでは室蘭工
大の産学連携の取り組みとコラボ産学官での参加した一年の活動などを交えて、CRD センターの飯島助
教授が講演者およびパネラーとして参加した。詳細は以下の通り。 
【全科展】 
総合テーマ：｢コラボ産学官は中小企業のニーズにどのように対応するのか？｣  
１．コラボ産学官紹介  ｢なぜコラボ産学官を創ったのか？｣  
コラボ産学官理事長 梶谷誠、 ｢なぜ信金はコラボを支援する 
のか？｣ 朝日信用金庫 地域産業振興室長 丹治規行 
２.コラボ産学官会員大学のシーズ・ニーズ・研究者紹介 
参加大学：北見工業大学、室蘭工業大学、群馬大学、福井大学、 
大分大学、電気通信大学 
プレゼン内容：参加大学それぞれの産学官連携への企画紹介を 
中心に、何故コラボ産学官に参加したのか、今回全科展参加の 
皆様にぜひ売り込みたい研究者及び研究内容等を紹介。 
３.日本科学機器団体連合会技術委員会との意見交換会  
テーマ:科学機器業界のニーズとコラボ参加大学のシーズ・ニーズの組み合わせ意見交換会 日本科学機
器団体連合会製作のニーズデータベースの活用方法を問う。 
意見交換テーマ:技術委員会が作成した連合会参加会員のニーズデータベース活用法、および技術委員
会参加の企業からのプレゼンテーションと大学人との意見交換。 
日時:平成 16 年 12 月 2 日(木) 13:30～17:30 場所:東京ビッグサイト・全科展特別室 A 参加者:63 名 
４.全科展へのパネル出展(12 月 1 日～12 月 3 日) コラボ産学官の概要、コラボ産学官会員大学の出展 
【コラボ産学官シンポジウム】 
平成 16 年 12 月 9 日(木) 16：00～17：30 内閣官房・知的財産戦略推進事務局長、荒井寿光氏との意
見交換会および見学会が開催された。参加者は 21 名で、産学連携の現状と課題をふまえた今後の知財
立国との関わりを、各大学の産学連携に取り組んでいる教員、理事、TLO 関係者他を交えて、元特許庁
長官を務められ、現在も内閣府で国の知財立国に携わる内閣官房・知的財産戦略推進事務局長、荒井寿
光氏との意見交換会が行われた他、コラボ産学官の見学会を行った。意見交換会はコラボ産学官の小会
議室で行われ予定の時間をかなり超過して活発な議論が展開された。 
場所：コラボ産学官プラザ in TOKYO 6F 会議室 東京都江戸川区船堀 朝日信用金庫 船堀センター  
